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雑:: 

報

北
海
道
大
学
法
学
部
法
学
会
記
事

O
平
成
七
年
三
月
三
一
日
(
金
)
午
後
一
時
三
五
分
よ
り

「
道
徴
価
額
の
算
定
時
期
」
報
告
者

出
席
者

今

井

猛

嘉

氏

(
北
海
道
大
学
法
学
部
助
教
授
)
七
名

本
報
告
の
内
容
は
、
別
稿
に
て
掲
載
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

O
平
成
七
年
四
月
一
一
一
日
(
金
)
午
後
一
時
半
よ
り

「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
保
険
代
位
に
つ
い
て
」

報

告

者

山

出
席
者

折口

北
海
道
大
学
法
学
部
助
教
授
)

二
O
名

本

生

日
本
で
は
、
保
険
の
請
求
権
代
位
の
根
拠
に
つ
い
て
は
学
説
が
林
立
し

て
い
る
が
、
代
位
が
い
か
な
る
保
険
契
約
に
適
用
さ
れ
る
か
に
つ
い
て
は
、

一
般
に
は
損
害
額
を
給
付
す
る
保
険
に
は
代
位
が
適
用
さ
れ
、
損
害
額
と

は
関
係
の
な
い
一
定
額
を
給
付
す
る
保
険
に
は
代
位
は
適
用
さ
れ
な
い
と

い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
報
告
で
は
、
代
位
の
根
拠
と
い
か
な
る
保
険
契
約

に
代
位
が
適
用
さ
れ
る
か
の
問
題
に
関
す
る
ア
メ
リ
カ
の
議
論
を
概
観
す

る。

氏

ア
メ
リ
カ
で
は
代
位
は
エ
ク
イ
テ
ィ
上
、
衡
平
の
観
念
に
基
づ
い
て
認

め
ら
れ
る
も
の
と
さ
れ
て
お
り
、
代
位
に
関
す
る
問
題
は
基
本
的
に
は
判

例
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
衡
平
に
よ
る
代
位
を
法
定
代
位
と

い
う
。
こ
れ
に
対
し
て
、
契
約
上
明
定
す
る
こ
と
に
よ
り
認
め
ら
れ
る
代

位
を
約
定
代
位
と
い
う
。
こ
の
報
告
で
は
、
基
本
的
に
は
法
定
代
位
を
扱

、内ノ。
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代
位
の
根
拠
と
し
て
は
、
有
責
第
三
者
の
免
責
阻
止
、
被
保
険
者
の
利



報

得
禁
止
、
保
険
者
へ
の
補
償
の
三
つ
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
の
中
で
、
代
位

の
局
面
で
被
保
険
者
の
利
得
禁
止
と
し
て
問
題
と
さ
れ
る
利
得
に
は
二
種

類
あ
る
よ
う
に
息
わ
れ
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
一
つ
は
、
同
一
の
損
害
に

つ
き
二
度
補
償
を
受
け
る
こ
と
に
よ
る
不
当
利
得
で
、
こ
れ
を
重
複
補
償

の
不
当
利
得
と
い
う
こ
と
と
す
る
。
も
う
一
つ
は
、
保
険
金
と
賠
償
金
を

重
畳
取
得
す
る
こ
と
で
損
害
額
以
上
の
利
益
を
え
る
こ
と
で
、
こ
れ
を
利

益
と
い
う
こ
と
と
す
る
。
た
だ
、
代
位
の
局
面
で
利
得
が
禁
止
さ
れ
る
べ

き
理
由
は
定
か
で
は
な
い
。

い
か
な
る
保
険
契
約
に
代
位
が
適
用
さ
れ
る
か
に
つ
い
て
は
、
損
害
填

補
契
約
に
は
代
位
が
適
用
さ
れ
、
非
損
害
填
補
契
約
・
投
資
契
約
に
は
適

用
さ
れ
な
い
と
す
る
基
準
と
物
保
険
に
は
代
位
が
適
用
さ
れ
、
人
保
険
に

は
適
用
さ
れ
な
い
と
す
る
基
準
が
主
張
さ
れ
て
い
る
。
代
位
の
要
件
と
し

て
損
害
填
補
契
約
で
あ
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、
前
者
の
基

準
は
当
然
と
い
え
る
。
し
か
し
、
損
害
填
補
契
約
で
あ
れ
ば
必
ず
代
位
が

認
め
ら
れ
る
と
は
限
ら
な
い
と
し
て
、
後
者
が
主
張
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

た
だ
、
そ
も
そ
も
な
ぜ
損
害
填
補
契
約
で
あ
る
こ
と
が
代
位
の
要
件
と
さ

れ
る
の
か
、
損
害
填
補
契
約
の
意
義
は
何
か
と
い
う
点
が
不
明
確
で
あ
る
。

そ
の
結
果
、
前
者
の
基
準
と
後
者
の
基
準
が
実
質
的
に
は
同
じ
で
は
な
い

か
と
思
え
る
場
合
も
あ
る
と
い
う
よ
う
な
非
常
に
混
乱
し
た
状
況
に
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
理
論
的
に
は
非
常
に
錯
綜
し
て
い
る
が
、
結
論
と
し
て
火

雑

災
保
険
や
海
上
保
険
に
は
代
位
を
認
め
、
定
額
給
付
の
生
命
保
険
や
傷
害
似唱E
i

保
険
に
代
位
を
認
め
な
い
と
い
う
点
に
は
異
論
は
な
い
。
具
体
的
に
議
論
制つ白

が
あ
る
の
は
医
療
実
費
給
付
保
険
に
代
位
が
適
用
さ
れ
る
か
否
か
で
あ
る
。

υv
p
h
v
 

生
命
保
険
や
傷
害
保
険
に
代
位
を
認
め
な
い
理
由
と
し
て
は
、
損
害
填
出
L
V
い

補
契
約
で
は
な
い
か
ら
、
対
象
と
す
る
損
害
が
金
銭
評
価
不
能
で
そ
の
よ

j

う
な
場
合
に
は
十
分
に
補
償
さ
れ
な
い
か
ら
、
保
険
が
対
象
と
す
る
損
害

と
賠
償
が
対
象
と
す
る
損
害
の
同
一
性
が
確
認
で
き
な
い
か
ら
な
ど
と
い

わ
れ
て
い
る
。

医
療
実
費
給
付
保
険
の
議
論
に
お
い
て
は
、
代
位
を
認
め
る
と
訴
訟
が

増
加
す
る
、
加
害
者
の
負
担
が
増
え
る
、
和
解
が
困
難
に
な
る
、
人
身
損

害
で
は
被
害
者
は
十
分
に
補
償
さ
れ
な
い
と
い
う
よ
う
な
点
に
つ
い
て
論

じ
ら
れ
て
い
る
。
最
後
の
点
に
つ
い
て
、
利
得
を
利
益
と
解
し
て
い
る
よ

う
に
思
え
る
説
は
人
身
損
害
で
は
保
険
金
と
賠
償
金
を
重
畳
取
得
し
て
も

利
益
に
は
な
ら
な
い
と
し
て
代
位
を
否
定
し
、
こ
れ
に
対
し
て
利
得
を
重

複
補
償
の
不
当
利
得
と
解
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
説
は
、
保
険
金
と
賠

償
金
が
と
も
に
医
療
費
と
い
う
同
じ
損
害
を
対
象
と
し
て
い
る
以
上
、
利

得
が
生
じ
る
と
し
て
代
位
を
肯
定
す
る
と
い
う
状
況
で
あ
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
。結

局
、
ア
メ
リ
カ
で
の
議
論
で
は
、
代
位
の
局
面
に
お
け
る
利
得
と
し

て
、
利
益
と
重
複
補
償
の
不
当
利
得
の
二
種
類
が
考
え
ら
れ
て
い
る
よ
う



に
思
わ
れ
る
点
ゃ
、
代
位
を
認
め
る
と
和
解
が
図
難
に
な
る
と
い
う
よ
う

な
問
題
を
考
慮
し
て
い
る
点
は
興
味
深
い
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
点
が
代

位
の
問
題
に
お
い
て
理
論
的
に
ど
う
組
み
込
ま
れ
て
い
る
か
は
不
明
確
で

あ
り
、
こ
れ
ら
の
視
座
を
ど
う
日
本
法
の
解
釈
に
生
か
し
て
い
く
か
が
今

後
の
課
題
で
あ
る
。

O
平
成
七
年
五
月
一
九
日
(
金
)
午
後
一
時
半
よ
り

「
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
け
る
タ
バ
コ
P
L
訴
訟

報
告
者

ー
そ
の
歴
史
と
現
在
l
L

M
-
レ

ヴ

ィ

ン

氏

(
北
海
道
大
学
法
学
部
助
教
授
)

常

本

照

樹

氏

(
北
海
道
大
学
法
学
部
教
授
)

三
六
名

通
訳

北海道大学法学部法学会記事

出
席
者

タ
バ
コ
は
、
何
百
万
人
も
の
人
々
に
深
刻
な
健
康
被
害
を
も
た
ら
す
製

品
と
、
一
般
に
認
め
ら
れ
て
い
る
(
毎
年
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
だ
け
で
四

四
万
人
、
全
世
界
で
は
三

O
O万
人
が
タ
バ
コ
製
品
が
原
因
で
死
亡
し
て

い
る
と
推
計
さ
れ
て
い
る
)
。
し
か
し
、
タ
バ
コ
会
社
は
、
そ
の
犠
牲
者

に
対
し
て
こ
れ
ま
で
一
セ
ン
ト
も
補
償
を
し
た
こ
と
は
な
い
。
T
P
L
訴

訟
す
な
わ
ち
「
タ
バ
コ
製
造
物
責
任
」
訴
訟
と
は
、
タ
バ
コ
製
造
者
等
に

対
し
、
喫
煙
(
受
動
喫
煙
を
含
む
)
お
よ
び
ニ
コ
チ
ン
中
毒
か
ら
生
ず
る

損
害
の
賠
償
を
求
め
る
訴
訟
で
あ
る
。
な
お
、
い
わ
ゆ
る
嫌
煙
権
の
主
張

や
広
告
・
販
売
の
規
制
そ
の
他
の
タ
バ
コ
に
関
連
す
る
問
題
は
含
ま
れ
な

.ν
 

T
P
L
訴
訟
は
、
現
在

Z
H
Z
の
a
因
。
門
司
O
宮

3
3
リ
ス
ト
の
第
二
位
を

占
め
て
お
り
、
史
上
空
前
の
ク
ラ
ス
・
ア
ク
シ
ョ
ン
訴
訟
(
原
告
数
が
五

0
0
0
万
人
を
超
え
る
と
推
計
さ
れ
る
)
や
、
フ
ロ
リ
ダ
州
の
一
四
億
ド

ル
の
損
害
賠
償
請
求
訴
訟
等
々
を
含
む
。
こ
れ
は
、
今
日
の
ア
メ
リ
カ
法

に
お
い
て
も
っ
と
も
注
目
す
べ
き
も
の
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

T
P
L
訴
訟
の
ユ
ニ
ー
ク
な
点
は
、
そ
れ
が
一
つ
の
産
業
全
体
を
相
手

に
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
あ
る
。
も
し
成
功
す
る
と
、
そ
れ
が
社
会
に

も
た
ら
す
変
化
は
、
人
種
差
別
に
終
止
符
を
打
っ
た
切
さ
き
同
〈
・
回

S
E

C
『

E
5
5
0口
(
呂
印
印
)
に
匹
敵
す
る
、
空
前
の
規
模
と
な
ろ
う
。

T
P
L
訴
訟
は
、
一
九
五
四
年
に
提
起
さ
れ
た
宮
垣
内
〈
・
悶
・
』
目

河
内
百
三
品
目

C
E
R
g
p
に
端
を
発
す
る
。
も
っ
と
も
有
名
な
事
件
は
、

C
3
0
-
o口
市
〈
ピ
町
四
塁
。
『
O

与
-
E円
・
で
あ
る
。
本
件
で
は
第
一
審
の
陪
審

評
決
で
原
告
は
四

O
万
ド
ル
を
獲
得
し
た
が
、
合
衆
国
最
高
裁
が
差
戻
判

決
を
下
し
た
あ
と
で
、
訴
を
取
り
下
げ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

北法46(4・299)1033



報

現
在
、

T
P
L
訴
訟
に
は
新
し
い
波
が
押
し
寄
せ
つ
つ
あ
る
。
最
近
の

事
件
に
み
ら
れ
る
特
徴
は
、
原
告
と
被
告
の
力
の
差
が
縮
ま
っ
て
き
た
こ

と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
原
告
団
が
高
度
に
組
織
化
さ
れ
、
豊
富
な
資
金
力

を
持
つ
と
と
も
に
、
ク
ラ
ス
・
ア
ク
シ
ョ
ン
が
活
用
さ
れ
た
り
、
州
政
府

が
原
告
に
な
っ
た
り
し
て
い
る
こ
と
に
よ
る
。
同
時
に
、
個
人
が
原
告
に

な
っ
た
通
常
の
訴
訟
の
数
も
憎
唱
え
続
け
て
い
る
。

た
と
え
部
分
的
に
で
も
勝
利
が
得
ら
れ
れ
ば
、
そ
れ
は
世
界
中
の
タ
バ

コ
産
業
に
甚
大
な
影
響
を
及
ぽ
す
だ
ろ
う
。
ま
た
、

T
P
L
訴
訟
に
お
け

る
判
決
は
、
様
々
な
法
分
野
に
も
波
及
効
果
を
持
つ
。
製
造
物
責
任
法
一

般
に
影
響
を
も
た
ら
す
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
反
ト
ラ
ス
ト
法
、

消
費
者
保
護
法
、
民
事
訴
訟
法
や
憲
法
に
も
影
響
が
あ
る
だ
ろ
う
。

T
P
L
訴
訟
に
つ
い
て
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
が
事
件
数
も
も
っ
と
も

多
く
、
歴
史
も
長
い
が
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
カ
ナ
ダ
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ

ィ
ン
ラ
ン
ド
、
イ
タ
リ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
な
ど
世
界
中

雑

の
国
で
提
起
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
日
本
に
お
い
て
も
始
ま
ろ
う
と
し
て

い
る
。
日
本
に
お
け
る
初
め
て
の

T
P
L
訴
訟
は
、
肺
ガ
ン
で
死
亡
し
た

ヘ
ピ

1
・
ス
モ

l
ヵ
l
の
妻
が
一
九
九
四
年
一
一
月
に
名
古
屋
地
裁
に
出

訴
し
た
も
の
で
あ
る
。

(
翻
訳
H
常
本
照
樹
)

O
平
成
七
年
六
月
二
日
(
金
)
午
後
一
時
半
よ
り

7
赤
い
ウ
ィ
ー
ン
u

と
H

精
神
分
析
μ

i
フ
ロ
イ
ト
・
ア

l
ド
ラ

1
・
ラ
イ
ヒ
と
社
会
党
市
政
1
」

田

口

晃

氏

(
北
海
道
大
学
法
学
部
教
授
)

報
告
者

出
席
者

名

こ
こ
数
年
、
戦
間
期
ウ
ィ
ー
ン
市
政
(
社
会
民
主
党
政
権
に
よ
る
所
謂

ρ

赤
い
ウ
ィ
ー
ン
μ
)

に
つ
い
て
研
究
を
す
す
め
る
傍
ら
、
市
政
担
当
者

以
外
の
普
通
の
市
民
が
市
政
を
ど
う
見
た
か
、
と
い
う
点
に
つ
い
て
も
、

若
干
調
べ
て
き
た
。
こ
れ
も
そ
の
一
つ
で
、
当
時
ウ
ィ
ー
ン
で
勃
興
し
つ

つ
あ
っ
た
N

精
神
分
析
4

の
治
療
医
の
う
ち
、
フ
ロ
イ
ト
、

A

・
ァ

l
ド

ラ
l
・
ラ
イ
ヒ
に
つ
い
て
、
彼
ら
の
社
民
党
市
政
評
価
を
比
べ
て
見
ょ
う

と
い
う
試
み
で
あ
る
。

先
ず
フ
ロ
イ
ト
に
関
し
て
は
、
そ
の
政
治
的
立
場
が
一
貫
し
て
N

自
由

主
義
μ

の
そ
れ
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
『
夢
判
断
』
(
一
九

O
O年
)
か
ら
晩

年
の

A
・
ツ
ヴ
ア
イ
ク
宛
書
簡
(
一
九
一
二

O
年
一
一
月
二
六
日
付
)
を
通

じ
て
明
ら
か
で
あ
る
。
ウ
ィ
ー
ン
の
自
由
主
義
市
政
が
一
八
九
五
年
に
終

了
し
、
代
っ
て

K
・
ル
エ

1
ガ
l
の
率
い
る
キ
リ
ス
ト
教
社
会
党
が
市
政

を
掌
握
す
る
際
、
皇
高
m
が
ル
エ

l
ガ
l
の
市
長
就
任
を
最
初
認
め
な
か
っ

北法46(4・300)1034



北海道大学法学部法学会記事

た
こ
と
に
対
し
、
フ
リ

l
ス
宛
書
簡
(
一
八
九
五
年
一
一
月
八
日
付
)
に
、

喜
び
の
余
り
禁
煙
を
破
っ
た
、
と
あ
る
か
ら
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
の
キ
リ
ス
ト

教
社
会
党
が
嫌
い
な
こ
と
も
は
っ
き
り
し
て
い
る
。
そ
れ
に
比
べ
、
当
の

社
会
民
主
党
と
は
、
若
い
時
分
か
ら
人
的
に
は
近
い
関
係
に
あ
っ
た
も
の

の
、
第
一
次
大
戦
後
ウ
ィ
ー
ン
市
を
支
配
し
た
社
民
党
市
政
に
特
に
好
意

的
だ
っ
た
と
い
う
証
拠
は
な
い
。
た
だ
、
市
議
会
議
員
に
少
数
な
が
ら
フ

ロ
イ
ト
支
持
者
が
お
り
、
彼
ら
の
尽
力
で
一
九
二
四
年
に
ウ
ィ
ー
ン
市
名

誉
市
民
に
選
ば
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
見
る
と
、
非
友
好
的
と
い
う
こ
と

で
も
な
か
っ
た
よ
う
だ
。

次
い
で
、
フ
ロ
イ
ト
派
か
ら
分
裂
し
、
劣
等
感
と
そ
の
克
服
に
心
理
学

の
課
題
を
定
め
た

A
・
ア

l
ド
ラ

1
に
つ
い
て
見
る
と
、
彼
と
共
に
フ
ロ

イ
ト
の
「
水
曜
会
」
を
脱
退
し
た
人
物
の
一
人
が
、
戦
間
期
ウ
ィ
ー
ン
の

教
育
改
革
の
中
枢
に
坐
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
、
及
ぴ
、
ア

l
ド
ラ

l
の

心
理
学
が
、
社
会
的
関
心
H
共
同
体
感
情
の
福
養
に
性
格
発
達
の
目
標
を

置
く
点
で
、
社
民
党
の
教
育
理
想
と
合
致
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
、
と

い
う
こ
つ
の
事
情
が
重
な
り
、
市
政
改
革
の
渦
中
の
人
物
と
な
っ
た
。
彼

は
一
九
二
四
年
か
ら
二
年
間
、
ウ
ィ
ー
ン
市
教
員
養
成
所
で
教
授
と
し
て
、

教
員
の
再
教
育
を
通
じ
て
ア
ド
ラ

l
心
理
学
の
普
及
に
務
め
る
一
方
、
市

主
催
の
夜
間
成
人
教
育
に
も
協
力
し
、
ウ
ィ
ー
ン
市
民
の
心
理
学
理
解
を

高
め
、
広
め
た
。
そ
し
て
三

O
年
に
は
や
は
り
名
誉
市
民
に
推
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
ァ
ド
ラ

l
心
理
学
を
受
け
入
れ
た
青
年
教
師
の
中
に
、
こ

れ
を
マ
ル
ク
ス
主
義
と
結
合
し
て
心
理
的
解
放
と
社
会
的
解
放
を
結
び
つ

け
よ
う
と
す
る
グ
ル
ー
プ
が
拾
頭
し
、
力
を
つ
け
て
く
る
と
、
ア

l
ド
ラ

i

の
疎
外
感
は
強
ま
り
、
ア
メ
リ
カ
に
活
躍
の
場
を
移
し
て
行
く
よ
う
に
な

る。
こ
う
し
た
青
年
の
中
の
ラ
デ
ィ
カ
リ
ズ
ム
を
端
的
に
表
現
し
た
の
が
ラ

イ
ヒ
で
あ
っ
た
。
彼
は
、
一
方
で
フ
ロ
イ
ト
が
気
に
か
け
な
が
ら
放
置
し

て
い
た
精
神
分
析
の
身
体
医
学
的
根
拠
づ
け
に
取
り
組
む
中
で
、
蓄
積
さ

れ
た
性
エ
ネ
ル
ギ
ー
こ
そ
が
現
実
神
経
症
形
成
の
素
因
で
あ
っ
て
、
性
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
解
消
H

オ
ル
ガ
ズ
ム
の
有
無
が
健
康
と
神
経
症
を
分
け
る
、

と
い
う
単
純
に
し
て
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
結
論
を
打
ち
出
し
た
。
さ
ら
に
他
方
、

現
実
と
の
関
わ
り
の
中
で
も
、
社
民
党
員
の
ま
ま
二
七
年
に
は
共
産
党
に

入
党
し
、
性
相
談
・
性
研
究
協
会
を
設
立
し
て
、
勤
労
女
性
や
青
年
の
性

問
題
と
取
り
組
み
、
独
自
に
こ
こ
で
も
精
神
分
析
と
マ
ル
ク
ス
主
義
の
結

合
を
試
み
て
い
る
。
そ
の
分
派
活
動
に
よ
っ
て
三

O
年
一
月
に
は
社
民
党

か
ら
除
名
さ
れ
、
ラ
イ
ヒ
は
ウ
ィ
ー
ン
を
去
っ
て
ベ
ル
リ
ン
に
移
っ
た
。

以
上
三
人
の
ウ
ィ
ー
ン
市
政
と
の
関
係
を
見
る
と
、
オ
ー
ル
ド
・
リ
ベ

ラ
ル
と
し
て
の
フ
ロ
イ
ト
に
と
っ
て
は
、

N

赤
い
ウ
ィ
ー
ン
4

は
西
欧
の

社
民
党
に
比
べ
て
、
一
層

ρ

赤
く
ヘ
「
ボ
リ
シ
エ
ヴ
ィ
キ
」
と
等
置
で
き

る
程
で
あ
っ
た
し
(
三
四
年
二
月
内
乱
後
の
息
子
宛
書
簡
)
、
ァ

l
ド
ラ
|
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報

に
と
っ
て
は
、
大
衆
一
人
一
人
の
自
発
性
の
重
視
に
や
や
欠
け
る
と
見
ら

れ
る
も
の
の
、
大
筋
で
は
因
習
と
決
別
し
な
い
彼
の
改
良
心
理
学
と
親
和

的
で
あ
り
、
さ
ら
に
ラ
イ
ヒ
か
ら
見
る
と
戦
間
期
ウ
ィ
ー
ン
市
政
は
女
性

や
青
年
の
性
的
解
放
に
真
剣
に
取
り
組
ま
ぬ
、
中
途
半
端
な
、
十
分
に
n
赤

く
な
い
u

改
革
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
こ
の
三
者
三
様
の
評
価
の

中
に
、
期
せ
ず
し
て
、
戦
間
期
ウ
ィ
ー
ン
市
政
の
特
質
が
浮
き
彫
り
に
な

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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